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フ

、

え

、

、、a

七九年

か

らの 対外開放政策で民
一
主と自由宇恭め

る

民

衆の声は

お
さ

一えら

れ

な

い

状態

に

な

っ

て

い

る

。
党

一
の
エ

リートを益成する党学校

に

お

に

沈
潜
レ

た

火
山脈

の

マ

グ

マ

の

よ
う一
抵抗
はす
さ

ま
じ

く

、

ほ

と

ん

ど

毎年一
いて
すり

、
学内討

論会

で

e

わ
れ
わ

一な

も

の

で
あ
る

。

共庵主
義

政

樹

成
立
一起

こ
っ

て

い

る

。

そ

う

い

う

昭

凧

か

ら

一
れ

の学
校
は

エ

リ
ー

ト

事持 て

る

だ
け

一

以
来

、

自
由

を

求

め

る

知
識人

た

ち

一
み

る

な
ら

、中

国共・態党が
晋花

芝

の

も

の

か

。

と

いう
声

が
出て

い

る

中

国 の

民

主
化

を

求

め

る

エ

ネ

ル

ギ
一

は

、
い

く

ら

弾

圧
さ

れ

て

も
、

執

よ

う

一放

、

百

家

争

哨 」

を

匂

っ

と

いう

こ

と

一
が、
こ

の

よ

う

な動

き

が

学生

運

動

の

ふ
、

歴

史的

に

愛

て

も
、

ち

ょ
っ

否
棄
を
く

れ

返
す

C
いう

霊 嘉

一

は

、
ヤ

プ

を

つ
つ

く

よ
う
な

も

の

で

あ
すそ

野

を形

成

し

て

い

る

。
中

国の学

と

し

た

き

っ
か

け

で

も

噴

き

出

す

地

下

一

り

返

し

て

き

た

。

と
り

わ
け文芸界

の

った。

生

は

日

本

と

は追

い、

選

び

抜

かれ

た

桑
原

寿

氏r---.. 
専中

'-../ 

少数
の
エリ

ー

ト

と

い

う特
殊

な存在で

、

そ
の

学生

が

ヂモ
を

行予と

いう

の
は

非
常

に

重
大

な意味
を

も

っ

て

い

る

。

学生
た

ち

は今後もき

っ
か

けを

み

て爆発する

こ
ル汚るな
そ
の

際

、

学生
デモ
を

扇動

し

た強
本人

と

し

て

処分さ

れ

た方
励之
氏

など
は

民

主
化

漣動
の

英雄

に

な
争と思

う

。

保
守派
の

部

力群氏

が

党内
の宣
伝

工
作面
を担

当する

こ

と

に

な

っ

た

こ

昨

年春か

ら
の

第
二
次
「
百

花

斉一
だ。

これ

ま

で

、

学生
デモ
の

時
期

に

と

か

ら

、

出版

、

宣
伝

、

報
道
は引

き一
放

、

百

家争的」

も

こう

し

た
傾向
を一

合

わ

せ

て

、

党中
央

軍事委拡大会
議

締

め

ら

れ

て

い

こ

う

。

と

は

い
っ

て

も一
加速

し

た 。

明氏辞任

によ

っ

て ，
物

一

が

聞

か
れ

た

こ

と

し
か

伝

え
ら

れ

てお

改都路
線
や開

放

政
策
は

基本
的

に

は

一
宮

え

ば
磁揮

し

。
の

状態

に

逆
戻
りす一
らず

、

沈

黙
を保っ

て

い

る

。

学生

と

継
続せ
ざる

を

え
な

い。

なぜ

な
ら

一

る

な
ら

ば

、

す

で

に

低下

し

て

い

る

党

一
発か
対崎

し

て

い

く

な

か

で

、

一車が政

ば

、

民

主
化

、
自

由
化

へ
向

かう

民
衆

一に

対する

民
衆の信

頼
は

徹底的

に

痛一
治
動向
のキャ

スチ
ン

グ

ボ
ー
ト
を握

の
エ

ネ

ル

ギ

ー

は

、も

は

や
せ
き止

め一
手を

こう

むる

だろ

う

。一
っ

て

い

く

こ

と

に

なろ

う

。

躍

に

は

不

ら

れ

な

い

一

つ

の
大

きな社
会
的
潮
流

もう

ひ

と

つ、

今
後の
動
向

と

し

て

一
気

味な動力
源

が

ある

。

に

な
っ

て

い

る

か

ら だ

。見
逃せ

な

い

の
は

、
軍が
ど
う出る

か

関

の
流
れ也
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点任の
所在
の

追及

と

は

別の
次
元の

問題

と

鳳

う

。

経済政慨

が京わ
らな

い

だる
？と

い

う見通

し

の
理
由
の一

対日政策など急変なさそう

結綿
的

に

い

うと

、
これ

ま

で

の
開

放

経
済政
策

は表わ

らな

い。

今
回
の

人

事
は

、

経
済政
策上
の

失
敗

と

そ
の

情
幅
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ス
ケ
ー

プ
ゴ
i
ト

の
胡
氏

諮
訴時
伝説たいれと
き王
Z一波、

訟は刊
誌締法

ぎる

胡
総
苫
記
を苦々

し

く

思

っ

て

い

係。
を内外

に
誇
示

した

中
曽
根
首
相

一

胡
喬
木
各
氏

ら
保
守派

と

胡氏

ら改革
ま

は

部

と

胡
両氏の
駆

け引

き

の
第一

た

よ
う

だ

。

今
後
は政
治

、

経
済す
ベ

に

と

っ

て

も
、
こ
れ

は

ゆ
ゆ

し
い

事態一
派
のバ

ラン
ス
のよ

に

立

っ

て

い

た

。

ラ
ウン
ド

と

いう

べ

き

で

、

攻

め

合

い

て
の

面で
裂
惑が
行

わ
れ、

保守

で

は

な

い

だ歪
歪

一
保
守
派

議氏の

進める
閣
議
震

はまだ

ま

だ続
く

。

震
の

物理的

な

F
E

E

t－
C

L

E
E
nv

奈
を危
険視
レ

て
反
発

、

都民

に

対
レ ，石退
ま
で続
くと

み

る

。

辞
任は
保・

革
妥
協の産
物一
て裂
を切る

よ
う強
く

要
請

し

た o一
今
後の
問題は

三

つ

ある

。

一

つ

は

小
島朋之
・

京
都産
業大
教授（
現

か

レ

、
こ
れ

は災
親υ

な

か
っ

た

。
こ

一

こ

の
た

め
、

都民

と

し

て

も

湖総
諮

一
保
守
派
の

力

が

増

し

た

と

は

い
え

、

保

代

中

国論）
の

隠

忍れの
こ
＋
五
の

襲

、

認
諾
の立
場
は

き

わめ

一
窃
きる
を得

な

く

な

っ

たの
だろ存派
に

は

晴氏

に

代

わ

る
人物
議

し

自

に

中
央軍事委
拡
大会
靖か
開

か
れ

て
微妙

に

な

り

、

以

来

、

胡

と

部
両氏

一う

。

飽紫陽氏

も

改革
派
だ

が、

保守

て

い

な

い。

自派

と

し

て
の

力

に

限
界

た

が、
これ

は

七
八
年
の三

中

全
会以
の

閣

で

激

し
い

せ

め

ぎ合

いが

続

き

、

派

に

受

け入

れ

ら

れ

る

も

の

が

あ

っ

た

が

ある

。

二

つ

自
は

郎氏

自

身
の

影
響

降
最大の
会
様
だ

っ

た 。

ここ

で

胡
服

胡氏が
公
の

坊

に

艶
を

み

せ

な

く

な

っ

ょ

う

だ

。

力
の

低
下
だ

。

力
の

バ
ラ
ン
ス

が

崩

邦
総投
記

が

部
小平
氏

に 中央軍事委
た

。

今
回
の

人
事は

妥
協
の

産
物
だろ

れ、

保
守派
寄
り

に

な

っ

た
部氏
の

力

主

席交
代
を

求

め

た
と

思

わ
れ

る

。
し
なぜ

、

胡氏
は

辞
任

に

追

い

込

ま

れう

。

胡
氏
は

総
当
記
を退

い

た

も

のは

弱

ま

っ

た。
第三

に

は

、

胡
氏
の

子

中

嶋
一嶺雄・
豆閣の
外
大
教授（
現代

中国学専攻）
の

話
「
開

放

政
策
を

めぐ

る保守派と

閥放派の
対立

と

い

予4り
は

、

部陣営
内
部
の

内部分裂

と

み

る
べ

き
だ

。

さ
ら

に

富

え

ば

、

部

体制

を維持する
た

めに
、民

主
化
袈

求

に

寛
容
すき

てエスカレ
ー
トする

学生
の

民

主
化

要

求

をハ
ン
ド
リン
グで

きな

か
っ

た胡

組邦総
岱
記

が

ス
ケ

ー
プゴ
l
ト

に
さ

れ

たの

で

は

な

い

か。

胡
m
邦
氏

に

自
を

か

け
て

き

た郡

小平
氏
だ

が、

最
近

で

は

調
子の
軽す

郵一胡体制の歩み

8 
12 
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198 0・2

t t 
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1981・6

1982・9

12 

飼

い

の
共行
団
系
統

と

いわ
れ

る若
手

一

安定
せ

よ

、

開放
体
制
は

変

え
ら

れ

の
部
下
の

出
方
だ

。

胡
啓立
氏

ら
力
を

一な

い

だろ

う

D
若者

が

外部
の

世
界
を

替

え

た
者が
多
く

、

部
氏

に

対

し

て
反

一
知

っ

て

し

ま

っ

た今回

、

民
衆の

自

由

撃

し

て

い

く

の

で

は

な

い
か、

と

み
て

一
化

要

求

は止

めよ

う

と

し

て

も

止

め

ら

い

る

」

一
れな

い。
反右派闘争

や文忠
の

こ
ろ

さ
らに
。第

3一 と

は状
況が
余
り

に

迎

い

喜

て

い

る

一
か

らだ

。

共産
党内
部
の

力
関係

が

ど

ラ
ウ
ン
ド

。

も一
足

っ

て

い

く

のか
は

、

意が
ぎ

加
地
伸行・
大阪

大学文学部教授

一

い。中

間には

。
間
家eは

かけ
在
せ

（

中開哲学史専攻）
の

話
「

こ

ん
ず

、

。政府e

が

替や
だ
け

で

、

派閥

ど
の

解
任劇
は

、

社
会

主

義が
行

き

つ

の
利益
の

み

が

争

わ
れ

て

い

る
0
0

保

くと

こ

ろ

ま

で

行

っ

た一

つ

の

結果だ
守
派。 。
開

放

派。

と

い
っ

たイヂ
オロ

と思

う

。
こ

の

あとさ

ら

に

挙一
ラ

ギ

l
愉

で

は

な

く

、

派
閥
の

強弱
を争

ウン
ド。

が

ある

の

で

は

な

いか。

ど

う

。
利益
論。の
世
界

と

み

る
べ

き
だ

」
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党中央工作会識で郡小平氏の3回
目の復活が決定
党第11期全国代説会議（11回党大
会〉で部氏を副主席、 政治局常務
番良などに選出。 岡大会で胡m邦
氏を党中央番目に選出

柑施邦氏が党中央組織部長に就任
し、 文化大革命期に打倒された幹
部の復活と名常闇彼を進める
第5回全国人民代表大会で、部小

平氏が第 1副総理に就任
胡縄邦氏が全国的な「真理検証」

論争を組織し毛沢東の絶対的な権
威を打破
北京市西単の「民主の壁」に民主
化を 要 求す る壁新聞が張り出さ

れ、 「北京の都」運動始まる
党第11期3中総会で、全党の活動
の量点を思想解放、 対外開がぴ;Iど

近代化建設に移すことを決議。あ
わせて「天安門事件」 (76年4
月）を「皮革命事件」から「偉大
な大衆運動」ヘ名哲回復。 胡踊邦
氏が同総会で党中央政治局員に昇格
胡限邦氏が党中央宣伝部長に就任
し、三中総会路線の宣伝の強化を
はかる
部小平 氏 が 中 央の理論工作会議
で、「四つの組本原則」を提唱
し、 思想解放に一定の枠をはめる
党中央と闘務I胞が広東、補強両省
に4 経済特区を限立することを決
定

誕剣英全人代常務委日長が強国30
周年記念祝賀大会で文革の行き過

ぎや過ちを認める演説を行い、実
質的に毛沢東と党中央の無摺性を
否定
布日曜邦氏、 組紫陽氏が第11期第5
回総会で政治局常務委員に昇任。
胡踊邦氏は新設の党中央書記局総
書記に就任。劉少奇元国家主席ら
の名古回復決定

飴紫陽氏が第5期金人代第3回会
議で曜闇錦氏に代わり国務院総理

〈首相〉に就任
いわゆる「四人組誠判」で、江官、
張容橋が死刑、執行猶予二年の判
決を受けた
胡班邦氏が党第11期六中総会で華

闘鋒氏に代わり党主席に選出さ
れ、党内序列ナンバーワンとな
る。部氏はヒラの中央委員に格下

げされ、文革派がほぼ一掃される。
六中総会で毛沢東の評価を「功績
第一、課り第二」とする「歴史決

i漣Jを採択、部小平氏が党掠事委
主席に就任
知12回党大会で胡蝿邦氏が党総書
記に就任、中央喬民間候事111348 人の
うち6制怠んとが新人で党の若返り
が進み

、

部小平体 制が聞ま

っ

た新
しい党規約を採択
第5期金人代 第5巨！ 会議で新憲法
を公布、向 憲法で人民公社の解体
が決定される
郡小平氏が節6回全人代第 1［面会

活で新設の岡鉱軍事委主席に選出
「紡神汚染排除」キャンペーンが

発生〈～84初めに鎮静化〉党中央
委第2回総会で「盤覚についての
決定Jを奴択。 制限邦氏を主任と
する中央盤党指導委員会を設置
第6期金人代筋2回会議で組紫陽

首相が体制改革と対外開放の多訂正g
などを強調した「政府活動報告」
を承認
党第12期3中総会で「経済体制改

革に関する決定Jが鏡窃宅、 主に都
市の経済体制故誠についての軍要
決定がなされた

知·s期金人代鈍3間会議で悶紫l場
内相が「当聞の経済情勢と経街体
制」を報告、経済体制改革と開放
政策をさらに推過することを確認
人民公祖；が完全に解体し9万2千

以上の郷・飢人民政府になる
郡力群氏が党中央宮伝部長を解任
さる

s.t企国代説会織で政治周nに胡啓
立氏ら「第三グループ」の改革派
の若手幹部が多数起用される。そ
の半面、保守派の胡喬木氏が政治

局員に部力群氏が中央委貝に居残
る。軍関係の長老、葉強日英氏ら 7人が引退
鈍2次「百花斉放、百家争目白J始

まる。 党第12期6中総会で「梢神
文明決議J採択さる
民主化要求学生デモが中国各地で

発生
1987・1・14 郡 小平 氏 が 胡周邦氏に対し、

「辞職勧告」を含む3聞の激しい
批判をしたと伝えられる

1•16 党政治周拡大会織を開き、 胡総
書記の辞表を受腰

1984・5

6 

－－－a
 

．
．
．

．
．
．

．
．

．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．

．

．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．

．
．
．
．
．

．

．
．
．
．
．

．
．
．
．

．

．

．

．

．
．

．

．
．

．

．
．
．

．
．
．

．
．

．

．

．

．
．
．

．
．

．
．

．

．
．

．
．

．
．

．
 、
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．

．
．
．

．
．

．
．
．

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．

．

．

．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．

．
．

．

．

．
．
．
．
．
．

．

．
．

．
．

．
．
．

．
．
．
．
．

．
．
．

．

．

．
．

．

．

．
．
．
．
．

．

．
．

．
．

．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．

．

．
．
．
．
．

．
．

．
．

．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．

．
．
．

．
．
．
．
．
．

．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．

．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

権力内部に大きな亀裂　スケープゴートの胡氏　産経新聞


